
■ 教員養成における質の向上に係る取組 

 

 本学では、「磨きあい高めあう熱意ある教師の育成」を実現すべく、「人格接触による手

塩にかける教育」を行っている。教職課程の授業の質の向上としては、授業担当教員の配

置に工夫をしている。高度な専門性を持つ者、官庁等で実務経験を重ね研究実績を収めて

きた者、教育現場で実務経験を積み重ねてきた者（実務家教員）で、バランス良く教職課

程を編成している。なかでも、実践的な指導力の育成が必要な科目には実務家教員を充て

ている。 

 授業では体験活動を重視している。全学的に、取り入れている「自立と体験１・２」で

は、各種体験や討議を通して、生涯に亘る学習意欲を獲得するような指導が試みられる。

また、教育現場に触れる活動を取り入れている点も特色である。特に通学課程では教員と

しての資質の向上を意識する科目として「教育インターンシップ１・２」がある。この科

目では、年間を通して教育現場を体験し、理論科目や理論との有機的関連を把握する。通

信課程では、教育現場の体験は行うことができない。この制約条件を補うために、対面型

の授業において、可能な範囲で模擬授業や討議を行い、実践的学修が行われるように配慮

している。 

 全教職課程履修生に対して、「カルテ」を作成し、履修科目や各種講座での学修状況、イ

ンターンシップなどの参加状況などを記載している。これにより、教職への適性や資質を

含めた学生個々人の学習状況を把握し、きめ細やかな指導を行っている。積み重ねながら

作成された「カルテ」を踏まえ、教職の総まとめと位置づける「教職実践演習（教諭）」に

おいて、履修者が教職の振り返りを行うと同時に、教職の適性を判断する。 

 また本学では、教職課程の運営を通じて近隣自治体との連携・協力を進め、教員養成の

質の向上に役立てている。都道府県及び政令指定都市の教育委員会と連携し、各種セミナ

ーや相談会を実施している。また近隣の市町村自治体とは、インターンシップやボランテ

ィアの派遣・受け入れの関係のみならず、自治体の教員研修の講師派遣での協力も進めて

いる。同時に「免許状更新講習」も面接型授業と通信型授業の双方で実施を継続している。 

 


